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成
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般
会
計
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に
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○
平
成
29
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
３
号
）

　
歳
入
歳
出
総
額
に
１
億

８
百
17
万
６
千
円
を
追
加

し
、
総
額
を
34
億
７
千
３

百
47
万
６
千
円
と
す
る
も

の
。

・
隊
員
募
集
に
係
る
経
費
に

２
百
14
万
５
千
円

・
追
加
支
給
対
象
者
百
30
名

分（
支
給
額
１
万
５
千
円
）

に
百
95
万
円

・
網
マ
ル
チ
の
効
果
を
試
験

す
る
た
め
購
入
10
万
８
千

円
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平
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介
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保
険
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別
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歳
入
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総
額
に
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千

35
万
３
千
円
を
追
加
し
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総
額
を
７
億
７
千
百
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万

千
円
と
す
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も
の
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平
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29
年
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簡
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歳
入
歳
出
総
額
に
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万

７
千
円
を
追
加
し
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総
額

を
５
千
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万
５
千
円
と
す

る
も
の
。

○
平
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28
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づ
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不
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率
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報
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い
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教
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任
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池
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平
成
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月
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薦
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い
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大
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郁
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さ
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中
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池
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の
推
薦
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同
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任
期
平
成
30
年
１
月
１

日
〜
平
成
32
年
12
月
31
日
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形
村
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医
療
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い
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す
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形
村
重
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心
身
障
害
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医
療
給
付
金
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て（
以
上
３
条
例
は
、
県
が

実
施
す
る
０
歳
か
ら
15
歳

ま
で
の
子
ど
も
医
療
費
を
、

窓
口
負
担
一
律
５
百
円
で

診
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
す
る
た
め
の
改
正
。
な

お
、
16
歳
か
ら
18
歳
ま
で

は
、
従
来
通
り
一
旦
全
額

負
担
後
、
申
請
に
よ
り
還

付
す
る
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の
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山
形
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育
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保
育
給
付
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係
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負
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め
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す
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い
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（
保
育
園
の
定
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の
範
囲

で
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保
育
に
欠
け
て
い
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発
　
　
議

い
３
歳
以
上
の
希
望
す
る

幼
児
を
受
入
れ
る
時
の
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め
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の
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９
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５
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。
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決
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な
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件
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件
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委
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委
員
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任
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２
件
に
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意
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平
成
28
年
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決

算
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一
般
会
計
、
特
別
会
計
及
び
企
業
会
計
の
７
件
の
認
定
で
あ
る
。
請
願
、
陳
情
４
件

は
、
３
件
を
採
択
し
意
見
書
を
国
、
県
等
へ
提
出
す
る
発
議
を
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択
、
１
件
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継
続
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査
と

し
た
。
そ
の
他
も
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件
発
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に
よ
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を
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一
般
質
問
は
９
人
が
登
壇

し
、
２
日
に
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た
り
村
政
の
課
題
を
質
問
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
増
澤
　
武
志
）

平成28年度
決算一般会計
平成28年度
決算一般会計

1億7,623万円の黒字決算黒字決算黒字決算一般会計
平成２8年度　各会計の決算概要 （単位：円）

一 般 会 計
国民健康保険特別会計
後期高齢者医療特別会計
介 護 保 険 特 別 会 計
清水高原簡易水道特別会計

区　　　分
3,814,277,614
1,146,332,388
65,082,064
736,631,807
46,122,408

歳　　入
3,638,038,694
1,124,668,390
64,955,764
708,336,908
45,531,729

歳　　出
176,238,920
21,663,998
126,300

28,294,899
590,679

実質収支額
176,238,920
21,663,998
126,300

28,294,899
590,679

差 引 額

１．営業収益
２．営業費用
　　　　　　　　営業利益
３．営業外収益
４．営業外費用
　　　　　　　　経常利益
５．特別損失
　　　　　　　　当年度純利益
　　　　　　　　前年度繰越利益剰余金
　　　　　　　　当年度未処分利益剰余金
　　　　　　　　減債積立金の積立
　　　　　　　　建設改良積立金の積立
　　　　　　　　翌年度繰越利益剰余金

193,352,308
156,152,889
37,199,419
12,676,910
10,989,660
38,886,669

0
38,886,669
24,654,093
63,540,762
1,000,000
25,000,000
37,540,762

水道事業会計　損益計算書　　　　　　　　（税抜き・単位：円）
　　　　　　　　　（平成28年４月１日～平成29年３月31日）

１．営業収益
２．営業費用
　　　　　　　　営業利益
３．営業外収益
４．営業外費用
　　　　　　　　経常利益
５．特別損失
　　　　　　　　当年度純利益
　　　　　　　　前年度繰越利益剰余金
　　　　　　　　当年度未処分利益剰余金
　　　　　　　　
　　　　　　　　
　　　　　　　　翌年度繰越利益剰余金

154,230,042
344,555,934

－190,325,892
299,786,020
70,590,430
38,869,698

8,729
38,860,969
12,865,531
51,726,500

51,726,500

下水道事業会計　損益計算書　　　　　　　（税抜き・単位：円）
　　　　　　　　　　（平成28年４月１日～平成29年３月31日）

　財政力指数（３年平均）は0.42で前年度より0.01ポイント改善された。単年度は0.44で過去10年間で最も健全数値と
なった。
　経常収支比率は81.3％で前年度より4.8％上回った。ケーブルテレビ関係経費を経常費としたため、また人件費率は22.2
％で前年度比0.2％上昇した。
　実質公債費比率（３年平均）は3.3％となり前年度より0.4％上昇した。単年度は4.5％で前年度より1.4％上昇した。これ
は保育園、子育て支援センターの起債の償還が始まったことによる。
　公債費負担比率は9.1％と前年を1.8％下回った。
　地方債現在高は平成28年度末で29億5,836万円で前年度比9,864万円増加した。新たに防災無線関係で２億460万円を
借入れたため。
解説
①財政力指数：財政力を示す指標。１に近いほど財政力が強く財政的に豊かといえる。１を超えると国から地方交付税が交
付されなくなる。

②経常収支比率：村の支出の中には、毎年必ず払わなければならない経費（人件費、扶助費、施設の維持管理費、公債費
等）がある。毎年入ってくる一般的収入（税金、施設の使用料等）の中から払う経費が、収入の何％を占めるかというも
の。この経費が多くなると自由に使えるお金が少なくなり、新しい事業に取り組めなくなる。財政の弾力性を示すもの。

③実質公債費比率：毎年入ってくる収入（標準財政規模）に対する借金を返済するのにどれだけ使ったかを示すもの。18
％を超えると県の許可、25％を超えると借金に制限を受ける。

④公債費負担比率：村の一般財源総額の内、借金でまかなう金額の割合のこと。財政構造の弾力性を示す指標。
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８
月
29
日
、
東
筑
摩
郡
村
議
会
議
員
大
会
が
、

来
賓
に
地
元
選
出
国
・
県
会
議
員
、
松
本
地
域
振

興
局
長
、
松
本
建
設
事
務
所
長
、
東
筑
各
村
長
を

迎
え
全
議
員
出
席
の
下
、
生
坂
村
「
や
ま
な
み

荘
」
で
開
催
さ
れ
た
。

　
山
形
村
は
、
平
成
23
年
か
ら
着
手
継
続
し
て
い

る
塩
尻
鍋
割
穂
高
線
・
上
竹
田
地
区
の
歩
道
新
設

を
、
松
本
境
ま
で
早
期
完
了
す
る
議
案
を
大
池
俊

子
議
員
が
代
表
し
て
要
旨
説
明
を
行
な
い
、
全
会

一
致
で
決
議
さ
れ
た
。

　
各
村
の
提
出
議
題
も
道
路
整
備
に
係
る
内
容
で

あ
り
、
全
て
採
択
決
議
さ
れ
た
。

　
議
事
終
了
後
、
長
野
県
立
歴
史
館
の
青
木
隆
幸

氏
に
よ
る
「
長
野
県
誕
生
秘
話
」
の
講
演
が
行
な

わ
れ
た
。

　
明
治
４
年
（
千
８
百
71
年
）
今
の
長
野
県
が
誕

生
す
る
ま
で
の
複
雑
な
経
過
を
説
明
し
て
い
た
だ

い
た
。
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形
村
重
度
心
身
障
害
者

医
療
給
付
金
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て（
以
上
３
条
例
は
、
県
が

実
施
す
る
０
歳
か
ら
15
歳

ま
で
の
子
ど
も
医
療
費
を
、

窓
口
負
担
一
律
５
百
円
で

診
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
す
る
た
め
の
改
正
。
な

お
、
16
歳
か
ら
18
歳
ま
で

は
、
従
来
通
り
一
旦
全
額

負
担
後
、
申
請
に
よ
り
還

付
す
る
も
の
。）

○
山
形
村
教
育
・
保
育
給
付

に
係
る
利
用
者
負
担
額
を

定
め
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

（
保
育
園
の
定
員
の
範
囲

で
、
保
育
に
欠
け
て
い
な

発
　
　
議

い
３
歳
以
上
の
希
望
す
る

幼
児
を
受
入
れ
る
時
の
保

育
料
を
定
め
る
も
の
。）

○
松
本
広
域
連
合
の
処
理
す

る
事
務
の
変
更
及
び
松
本

広
域
連
合
規
約
の
変
更
に

つ
い
て

○
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制

度
の
堅
持
を
求
め
る
請
願

○
国
の
責
任
に
よ
る
35
人
学

級
推
進
と
、
教
育
予
算
の

増
額
を
求
め
る
請
願

○
長
野
県
梓
川
高
等
学
校
の

存
続
・
発
展
を
求
め
る
意

見
書
を
長
野
県
知
事
に
提

出
す
る
よ
う
求
め
る
請
願

以
上
３
件
を
全
会
一
致
で
採

択○
採
択
し
た
３
件
の
請
願
に

つ
い
て
意
見
書
を
提
出
す

る
発
議

○
道
路
整
備
事
業
に
係
る
財

政
上
の
特
別
措
置
に
関
す

る
法
律
に
よ
る
補
助
率
等

の
嵩
上
措
置
の
継
続
に
関

す
る
意
見
書

以
上
４
件
を
全
会
一
致
で
採

択

同
　
　
意

諮
　
　
問

決
算
認
定

条
例
改
正
等

補
正
予
算

請
願
・
陳
情

主旨説明する大池俊子議員

風
食
対
策

報
　
　
告

地
域
お
こ
し
協
力
隊

臨
時
福
祉
給
付
金

報
　
　
告

承
　
　
認

平
成
２9
年
　第
３
回
議
会
定
例
会

平
成
29
年
　第
３
回
議
会
定
例
会

　
平
成
29
年
山
形
村
議
会
第
３
回
定
例
会
が
９
月
５
日
開
会
し
15
日
ま
で
11
日
間
開
催
さ
れ

た
。

　
平
成
28
年
度
一
般
会
計
決
算
な
ど
全
24
件
（
報
告
１
件
、
諮
問
１
件
、
同
意
２
件
、
認
定

７
件
、
議
案
９
件
、
発
議
４
件
）
を
原
案
通
り
全
会
一
致
で
可
決
し
た
。
人
事
案
件
は
人
権

擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
１
件
と
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
２
件
に
同
意
、
平
成
28
年
度
決

算
は
一
般
会
計
、
特
別
会
計
及
び
企
業
会
計
の
７
件
の
認
定
で
あ
る
。
請
願
、
陳
情
４
件

は
、
３
件
を
採
択
し
意
見
書
を
国
、
県
等
へ
提
出
す
る
発
議
を
採
択
、
１
件
を
継
続
審
査
と

し
た
。
そ
の
他
も
う
１
件
発
議
に
よ
る
意
見
書
を
採
択
し
た
。
一
般
質
問
は
９
人
が
登
壇

し
、
２
日
に
わ
た
り
村
政
の
課
題
を
質
問
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
増
澤
　
武
志
）

平成28年度
決算一般会計
平成28年度
決算一般会計

1億7,623万円の黒字決算黒字決算黒字決算一般会計
平成２8年度　各会計の決算概要 （単位：円）

一 般 会 計
国民健康保険特別会計
後期高齢者医療特別会計
介 護 保 険 特 別 会 計
清水高原簡易水道特別会計

区　　　分
3,814,277,614
1,146,332,388
65,082,064
736,631,807
46,122,408

歳　　入
3,638,038,694
1,124,668,390
64,955,764
708,336,908
45,531,729

歳　　出
176,238,920
21,663,998
126,300

28,294,899
590,679

実質収支額
176,238,920
21,663,998
126,300

28,294,899
590,679

差 引 額

１．営業収益
２．営業費用
　　　　　　　　営業利益
３．営業外収益
４．営業外費用
　　　　　　　　経常利益
５．特別損失
　　　　　　　　当年度純利益
　　　　　　　　前年度繰越利益剰余金
　　　　　　　　当年度未処分利益剰余金
　　　　　　　　減債積立金の積立
　　　　　　　　建設改良積立金の積立
　　　　　　　　翌年度繰越利益剰余金

193,352,308
156,152,889
37,199,419
12,676,910
10,989,660
38,886,669

0
38,886,669
24,654,093
63,540,762
1,000,000
25,000,000
37,540,762

水道事業会計　損益計算書　　　　　　　　（税抜き・単位：円）
　　　　　　　　　（平成28年４月１日～平成29年３月31日）

１．営業収益
２．営業費用
　　　　　　　　営業利益
３．営業外収益
４．営業外費用
　　　　　　　　経常利益
５．特別損失
　　　　　　　　当年度純利益
　　　　　　　　前年度繰越利益剰余金
　　　　　　　　当年度未処分利益剰余金
　　　　　　　　
　　　　　　　　
　　　　　　　　翌年度繰越利益剰余金

154,230,042
344,555,934

－190,325,892
299,786,020
70,590,430
38,869,698

8,729
38,860,969
12,865,531
51,726,500

51,726,500

下水道事業会計　損益計算書　　　　　　　（税抜き・単位：円）
　　　　　　　　　　（平成28年４月１日～平成29年３月31日）

　財政力指数（３年平均）は0.42で前年度より0.01ポイント改善された。単年度は0.44で過去10年間で最も健全数値と
なった。
　経常収支比率は81.3％で前年度より4.8％上回った。ケーブルテレビ関係経費を経常費としたため、また人件費率は22.2
％で前年度比0.2％上昇した。
　実質公債費比率（３年平均）は3.3％となり前年度より0.4％上昇した。単年度は4.5％で前年度より1.4％上昇した。これ
は保育園、子育て支援センターの起債の償還が始まったことによる。
　公債費負担比率は9.1％と前年を1.8％下回った。
　地方債現在高は平成28年度末で29億5,836万円で前年度比9,864万円増加した。新たに防災無線関係で２億460万円を
借入れたため。
解説
①財政力指数：財政力を示す指標。１に近いほど財政力が強く財政的に豊かといえる。１を超えると国から地方交付税が交
付されなくなる。
②経常収支比率：村の支出の中には、毎年必ず払わなければならない経費（人件費、扶助費、施設の維持管理費、公債費
等）がある。毎年入ってくる一般的収入（税金、施設の使用料等）の中から払う経費が、収入の何％を占めるかというも
の。この経費が多くなると自由に使えるお金が少なくなり、新しい事業に取り組めなくなる。財政の弾力性を示すもの。
③実質公債費比率：毎年入ってくる収入（標準財政規模）に対する借金を返済するのにどれだけ使ったかを示すもの。18
％を超えると県の許可、25％を超えると借金に制限を受ける。
④公債費負担比率：村の一般財源総額の内、借金でまかなう金額の割合のこと。財政構造の弾力性を示す指標。

36億3,803万円に36億3,803万円に

　
８
月
29
日
、
東
筑
摩
郡
村
議
会
議
員
大
会
が
、

来
賓
に
地
元
選
出
国
・
県
会
議
員
、
松
本
地
域
振

興
局
長
、
松
本
建
設
事
務
所
長
、
東
筑
各
村
長
を

迎
え
全
議
員
出
席
の
下
、
生
坂
村
「
や
ま
な
み

荘
」
で
開
催
さ
れ
た
。

　
山
形
村
は
、
平
成
23
年
か
ら
着
手
継
続
し
て
い

る
塩
尻
鍋
割
穂
高
線
・
上
竹
田
地
区
の
歩
道
新
設

を
、
松
本
境
ま
で
早
期
完
了
す
る
議
案
を
大
池
俊

子
議
員
が
代
表
し
て
要
旨
説
明
を
行
な
い
、
全
会

一
致
で
決
議
さ
れ
た
。

　
各
村
の
提
出
議
題
も
道
路
整
備
に
係
る
内
容
で

あ
り
、
全
て
採
択
決
議
さ
れ
た
。

　
議
事
終
了
後
、
長
野
県
立
歴
史
館
の
青
木
隆
幸

氏
に
よ
る
「
長
野
県
誕
生
秘
話
」
の
講
演
が
行
な

わ
れ
た
。

　
明
治
４
年
（
千
８
百
71
年
）
今
の
長
野
県
が
誕

生
す
る
ま
で
の
複
雑
な
経
過
を
説
明
し
て
い
た
だ

い
た
。

第
68
回
　東
筑
摩
郡
村
議
会
議
員
大
会

歩
道
新
設

　（主
要
地
方
道
塩
尻
鍋
割

　
　
　穂高
線
上
竹
田
地
区
）の

　
　
　
　
　
　
　早
期
完
了
を



新居禎三議員

　
　
　
公
共
施
設
等
の
総
合

　
　
管
理
計
画
が
策
定
さ
れ

た
が
、
個
別
の
施
設
計
画
は

い
つ
策
定
す
る
の
か
。

　
　
　
村
長
　
国
が
示
し
て

　
　
い
る
指
針
の
区
分
に
従

っ
て
策
定
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　
　
耐
震
等
、
緊
急
性
が

　
　
あ
る
「
ふ
る
さ
と
伝
承

館
」
は
ど
う
す
る
の
か
。

　
　
　
村
長
　
平
成
27
年
に

　
　
整
備
に
向
け
て
の
報
告

書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
が
、

単
独
で
の
建
て
替
え
は
難
し

い
た
め
、
他
施
設
と
の
複
合

化
な
ど
を
検
討
し
た
い
。

　
　
　
各
公
共
施
設
の
ト
イ

　
　
レ
は
、
段
差
が
あ
っ
た

り
し
て
、
高
齢
者
や
障
が
い

者
に
や
さ
し
く
な
い
。
改
修

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え

る
か
。

　
　
　
村
長
　
必
要
な
と
こ

　
　
ろ
が
あ
れ
ば
、
和
式
か

ら
洋
式
な
ど
含
め
整
備
し
て

い
き
た
い
。

　
そ
の
他
に
、
健
康
な
村
づ

く
り
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

計
画
を
策
定
し
総
括
的
に
把
握
す
る

村長 公
共
施
設
の
管
理
は
ど
う
す
る
の
か

早期対応が望まれるふるさと伝承館

　
　
　
山
形
村
保
育
園
は
建

　
　
設
時
は
未
満
児
室
の
み

に
エ
ア
コ
ン
が
あ
り
、
そ
の

後
３
歳
児
の
部
屋
へ
も
設
置

さ
れ
た
。
近
隣
で
も
全
ク
ラ

ス
に
空
調
整
備
さ
れ
て
い
る

保
育
園
は
少
な
い
が
、
村
長

の
考
え
は
。

　
　
　
村
長
　
保
育
室
15
部

　
　
屋
の
う
ち
９
部
屋
、
長

時
間
保
育
室
、
職
員
室
、
調

理
室
に
設
置
。
体
温
調
整
機

能
が
で
き
な
い
未
満
児
室
で

は
必
要
に
応
じ
て
使
用
す
る
。

３
歳
児
に
つ
い
て
は
、
お
昼

寝
や
暑
い
日
は
使
う
。

　
　
　
や
ま
の
こ
保
育
園
は
、

　
　
未
満
児
室
の
み
に
設
置

さ
れ
、
水
ま
き
や
植
物
を
植

え
る
な
ど
工
夫
し
て
い
る
が
。

　
　
　
園
長
　
ま
だ
ま
だ
工

　
　
夫
が
足
り
な
か
っ
た
。

　
　
　
松
本
市
は
長
の
考
え

　
　
で
、
子
ど
も
の
健
康
・

発
達
の
上
か
ら
も
エ
ア
コ
ン

は
入
れ
な
い
と
聞
く
が
、
村

長
の
考
え
は
。（
た
だ
し
、

松
本
な
ど
ほ
と
ん
ど
の
保
育

園
で
未
満
児
室
に
は
あ
る
）

　
　
　
村
長
　
こ
れ
か
ら
の

　
　
整
備
に
つ
い
て
は
、
今

後
検
討
し
た
い
。

　
そ
の
他
に
、
保
育
園
新
制

度
・
未
満
児
の
受
け
入
れ
と
、

自
治
会
の
活
性
化
に
つ
い
て

質
問
し
た
。

大池俊子議員

整
備
は
今
後
検
討
し
た
い

村長 保
育
園
空
調
整
備
に
つ
い
て

　
　
　
村
長
は
就
任
約
６
ヶ

　
　
月
に
な
る
。

　
村
財
政
の
苦
し
い
中
、

「
10
年
、
15
年
経
っ
た
時
、

本
庄
村
長
が
筋
道
を
付
け
た

か
ら
、
と
村
民
が
思
え
る
仕

事
に
向
け
て
」
始
動
し
た
。

ま
ず
最
初
に
、
前
村
長
で
は
、

手
の
付
け
ら
れ
る
状
態
に
な

か
っ
た
「
地
域
お
こ
し
協
力

隊
」
の
採
用
に
つ
い
て
。

①
来
年
度
の
採
用
に
向
け
て

何
人
採
用
す
る
の
か
。

②
村
内
へ
の
移
住
・
定
住
促

進
に
も
役
立
つ
と
思
う
が
、

ど
の
様
な
仕
事
に
従
事
さ

せ
る
つ
も
り
か
。

③
先
進
地
で
の
隊
員
の
従
事

状
況
や
、
実
績
等
の
視
察

が
必
要
と
考
え
る
が
。

④
１
人
の
採
用
に
ど
の
位
の

予
算
が
必
要
か
。

　
　
　
村
長
　
①
山
形
村
も

　
　
今
後
、
人
口
減
少
や
高

齢
化
等
が
予
想
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
首
都
園
か
ら
の
人
材

を
積
極
的
に
誘
致
し
、
定

住
・
定
着
を
図
る
取
り
組
み

と
し
て
、「
地
域
づ
く
り
協

力
隊
員
」
の
採
用
を
計
画
し

た
。
当
初
30
年
度
の
募
集
を

予
定
し
た
が
、
調
査
、
研
究

す
る
中
で
少
し
で
も
早
く
募

集
し
た
ほ
う
が
良
い
と
助
言

を
い
た
だ
き
、
平
成
29
年
度

は
１
人
採
用
し
30
年
度
は
３

〜
４
人
採
用
し
た
い
。

　
②
山
形
村
の
魅
力
等
を
フ

ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

通
し
て
、
主
に
村
外
に
情
報

発
信
を
行
な
い
、
観
光
分
野

等
に
結
び
つ
け
た
い
。

　
③
麻
績
村
・
阿
智
村
の
２

村
に
つ
い
て
視
察
研
修
を
行

な
っ
た
。

　
④
国
の
財
政
支
援
を
受
け

る
基
準
と
し
て
、
募
集
に
お

け
る
経
費
２
０
０
万
円
が
上

限
、
活
動
に
関
す
る
経
費
は
、

１
人
当
た
り
４
百
万
円
が
上

限
。

　
そ
の
他
に
、「
風
食
」
の

対
策
・「
村
民
主
役
の
村
づ

く
り
」
常
会
な
ど
の
課
題
を

検
討
す
る
審
議
会
の
設
置
・

清
水
高
原
の
展
望
台
・
夏
祭

り
「
山
形
じ
ゃ
ん
ず
ら
」
に

つ
い
て
質
問
し
た
。

竹野入恒夫議員

29
年
度
は
１
人
、30
年
度
は
３
〜
４
人
採
用

村長 地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
採
用
は

　
　
　
地
域
お
こ
し
協
力
隊

　
　
導
入
に
つ
い
て
。

　
　
　
村
長
　
今
後
の
人
口

　
　
減
・
高
齢
化
対
策
と
し

て
、
首
都
圏
か
ら
の
人
材
を

積
極
的
に
誘
致
し
、
定
住
・

定
着
を
図
る
た
め
採
用
を
計

画
し
た
。
今
年
度
の
採
用
予

定
者
に
は
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
し
て
村
外

に
村
の
魅
力
等
を
情
報
発
信

し
観
光
分
野
等
に
結
び
つ
け
、

ま
た
来
年
度
採
用
予
定
者
に

は
地
域
行
事
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ

イ
ー
関
係
、
移
住
・
定
住
関

係
、
農
林
業
や
観
光
関
係
な

ど
広
い
範
囲
で
の
活
動
の
中

か
ら
従
事
し
て
も
ら
い
た
い
。

　
　
　
議
員
選
挙
に
つ
い
て
。

　
　
　
村
長
　
議
会
議
員
選

　
　
挙
は
来
年
３
月
に
予
定

さ
れ
て
い
る
が
、
全
国
的
に

町
村
議
員
の
立
候
補
者
が
減

少
傾
向
に
あ
り
、
本
村
で
も

前
回
無
投
票
で
あ
っ
た
こ
と

を
踏
ま
え
、
立
候
補
者
が
不

足
す
る
の
で
は
と
懸
念
さ
れ

る
。
民
主
主
義
の
原
点
で
あ

る
選
挙
が
健
全
に
行
な
わ
れ
、

有
権
者
に
信
任
さ
れ
た
議
員

に
よ
り
議
会
が
構
成
さ
れ
る

こ
と
が
理
想
で
あ
る
。
議
会

の
環
境
づ
く
り
は
議
員
定

数
・
報
酬
、
議
会
改
革
、
行

政
と
地
域
と
の
関
係
・
特
殊

性
等
が
総
合
的
に
係
わ
る
。

上条浩堂議員

有
権
者
に
信
任
さ
れ
た
議
員
構
成
が
理
想

村長 村
会
議
員
選
挙
に
つ
い
て

　
　
　
村
が
策
定
し
た
総
合

　
　
戦
略
で
地
方
創
生
交
付

金
を
受
け
た
事
業
に
つ
い
て

お
伺
い
し
た
い
。

　
　
　
村
長
　
子
育
て
応
援

　
　
ア
プ
リ
「
コ
コ
イ
ク
」

は
80
件
程
登
録
さ
れ
て
、
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
情
報

発
信
等
を
行
な
っ
て
い
る
。

利
用
者
か
ら
は
事
業
の
日
時

等
が
分
か
り
便
利
に
な
っ
た

と
の
感
想
も
あ
り
、
今
後
登

録
者
増
加
に
努
め
て
い
き
た

い
。

　
　
　
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
＆
ヘ

　
　
ル
シ
ー
事
業
は
。

　
　
　
村
長
　
出
荷
時
に
廃

　
　
棄
さ
れ
る
長
芋
の
ア
ワ

の
活
用
と
、
軽
労
働
で
付
加

価
値
の
向
上
が
期
待
で
き
る

亜
麻
に
取
り
組
む
こ
と
で
、

雇
用
創
出
や
遊
休
農
地
活
用

を
目
指
し
地
方
創
生
加
速
化

交
付
金
を
活
用
し
て
取
り
組

ん
で
き
た
。
長
芋
の
ア
ワ
利

用
に
つ
い
て
は
採
算
の
取
れ

る
ベ
ー
ス
で
は
な
い
こ
と
か

ら
断
念
、
一
方
亜
麻
は
村
内

で
栽
培
が
で
き
、
搾
っ
た
油

の
分
析
結
果
も
良
か
っ
た
こ

と
か
ら
、
新
た
な
作
物
と
し

て
広
が
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
る
。

　
そ
の
他
に
、
総
合
戦
略
で

評
価
の
低
か
っ
た
項
目
の
対

応
と
観
光
行
政
に
つ
い
て
質

問
し
た
。

三澤一男議員

村
創
生
推
進
本
部
で
結
果
や
必
要
に
応
じ
見
直
し

村長 ま
ち・ひ
と・し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
は亜麻の試験栽培

　
　
　
村
長
は
ど
の
よ
う
な

　
　
整
備
を
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　
村
長
　
地
域
の
状
況

　
　
を
見
極
め
な
が
ら
、
国

や
県
の
補
助
事
業
な
ど
情
報

を
参
考
に
有
効
な
方
策
を
考

え
て
い
き
た
い
。

　
　
　
朝
日
村
は
、
庁
舎
を

　
　
村
の
「
唐
松
材
」
で
建

設
す
る
。
山
形
村
は
公
共
施

設
に
村
の
木
材
を
利
用
す
る

考
え
は
あ
る
か
。

　
　
　
村
長
　
里
山
に
限
ら

　
　
ず
造
林
事
業
を
行
な
う

際
に
は
基
本
的
に
搬
出
間
伐

を
行
な
う
。
木
材
は
競
売
に

か
け
て
建
築
材
料
と
し
て
活

用
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
里
山
の
雇
用
に
つ
な

　
　
が
る
地
域
活
性
化
に
つ

い
て
。

　
　
　
村
長
　
里
山
を
整
備

　
　
す
る
こ
と
で
地
域
に
雇

用
が
生
ま
れ
、
そ
こ
に
人
が

集
ま
り
活
性
化
に
繋
が
る
こ

と
が
理
想
だ
。
里
山
は
個
人

所
有
の
山
林
が
多
く
、
皆
さ

ん
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
里

山
の
整
備
を
推
進
し
、
地
域

の
活
性
化
に
繋
が
る
よ
う
施

策
を
展
開
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
。

　
　
　
最
近
の
豪
雨
災
害
を

　
　
見
て
も
、
里
山
の
適
正

な
間
伐
が
必
要
だ
。

　
　
　
村
長
　
災
害
の
発
生

　
　
が
な
い
よ
う
担
当
課
で

造
林
事
業
の
推
進
を
し
て
、

災
害
の
起
こ
ら
な
い
山
林
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
　
有
害
鳥
獣
対
策
に
つ

　
　
い
て
。

　
　
　
村
長
　
里
山
と
人
間

　
　
の
生
活
エ
リ
ア
と
の
棲

み
分
け
を
す
る
た
め
に
、
緩

衝
帯
整
備
に
も
取
り
組
ん
で

い
る
。
本
年
度
は
豆
沢
地
区

で
0.5
　

ha
を
予
定
し
て
い
る
。

　
　
　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー

　
　
ス
作
り
は
今
後
継
続
す

る
か
。

　
　
　
村
長
　
里
山
周
辺
の

　
　
山
麓
沿
い
の
道
路
等
も

利
用
し
、
健
康
づ
く
り
の
場

と
し
て
活
用
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
考
え
る
。

籠田利男議員

里
山
整
備
は
村
の
魅
力
の一つ
に
な
る
よ
う
考
え
た
い

村長 里
山
整
備
で
村
の
活
性
化
を

未整備の里山の様子
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　９月議会一般質問は７
日（木）・８日（金）に行な
われ、村政全般に亘って
９人が質問した。



新居禎三議員

　
　
　
公
共
施
設
等
の
総
合

　
　
管
理
計
画
が
策
定
さ
れ

た
が
、
個
別
の
施
設
計
画
は

い
つ
策
定
す
る
の
か
。

　
　
　
村
長
　
国
が
示
し
て

　
　
い
る
指
針
の
区
分
に
従

っ
て
策
定
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　
　
耐
震
等
、
緊
急
性
が

　
　
あ
る
「
ふ
る
さ
と
伝
承

館
」
は
ど
う
す
る
の
か
。

　
　
　
村
長
　
平
成
27
年
に

　
　
整
備
に
向
け
て
の
報
告

書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
が
、

単
独
で
の
建
て
替
え
は
難
し

い
た
め
、
他
施
設
と
の
複
合

化
な
ど
を
検
討
し
た
い
。

　
　
　
各
公
共
施
設
の
ト
イ

　
　
レ
は
、
段
差
が
あ
っ
た

り
し
て
、
高
齢
者
や
障
が
い

者
に
や
さ
し
く
な
い
。
改
修

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え

る
か
。

　
　
　
村
長
　
必
要
な
と
こ

　
　
ろ
が
あ
れ
ば
、
和
式
か

ら
洋
式
な
ど
含
め
整
備
し
て

い
き
た
い
。

　
そ
の
他
に
、
健
康
な
村
づ

く
り
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

計
画
を
策
定
し
総
括
的
に
把
握
す
る

村長 公
共
施
設
の
管
理
は
ど
う
す
る
の
か

早期対応が望まれるふるさと伝承館

　
　
　
山
形
村
保
育
園
は
建

　
　
設
時
は
未
満
児
室
の
み

に
エ
ア
コ
ン
が
あ
り
、
そ
の

後
３
歳
児
の
部
屋
へ
も
設
置

さ
れ
た
。
近
隣
で
も
全
ク
ラ

ス
に
空
調
整
備
さ
れ
て
い
る

保
育
園
は
少
な
い
が
、
村
長

の
考
え
は
。

　
　
　
村
長
　
保
育
室
15
部

　
　
屋
の
う
ち
９
部
屋
、
長

時
間
保
育
室
、
職
員
室
、
調

理
室
に
設
置
。
体
温
調
整
機

能
が
で
き
な
い
未
満
児
室
で

は
必
要
に
応
じ
て
使
用
す
る
。

３
歳
児
に
つ
い
て
は
、
お
昼

寝
や
暑
い
日
は
使
う
。

　
　
　
や
ま
の
こ
保
育
園
は
、

　
　
未
満
児
室
の
み
に
設
置

さ
れ
、
水
ま
き
や
植
物
を
植

え
る
な
ど
工
夫
し
て
い
る
が
。

　
　
　
園
長
　
ま
だ
ま
だ
工

　
　
夫
が
足
り
な
か
っ
た
。

　
　
　
松
本
市
は
長
の
考
え

　
　
で
、
子
ど
も
の
健
康
・

発
達
の
上
か
ら
も
エ
ア
コ
ン

は
入
れ
な
い
と
聞
く
が
、
村

長
の
考
え
は
。（
た
だ
し
、

松
本
な
ど
ほ
と
ん
ど
の
保
育

園
で
未
満
児
室
に
は
あ
る
）

　
　
　
村
長
　
こ
れ
か
ら
の

　
　
整
備
に
つ
い
て
は
、
今

後
検
討
し
た
い
。

　
そ
の
他
に
、
保
育
園
新
制

度
・
未
満
児
の
受
け
入
れ
と
、

自
治
会
の
活
性
化
に
つ
い
て

質
問
し
た
。

大池俊子議員

整
備
は
今
後
検
討
し
た
い

村長 保
育
園
空
調
整
備
に
つ
い
て

　
　
　
村
長
は
就
任
約
６
ヶ

　
　
月
に
な
る
。

　
村
財
政
の
苦
し
い
中
、

「
10
年
、
15
年
経
っ
た
時
、

本
庄
村
長
が
筋
道
を
付
け
た

か
ら
、
と
村
民
が
思
え
る
仕

事
に
向
け
て
」
始
動
し
た
。

ま
ず
最
初
に
、
前
村
長
で
は
、

手
の
付
け
ら
れ
る
状
態
に
な

か
っ
た
「
地
域
お
こ
し
協
力

隊
」
の
採
用
に
つ
い
て
。

①
来
年
度
の
採
用
に
向
け
て

何
人
採
用
す
る
の
か
。

②
村
内
へ
の
移
住
・
定
住
促

進
に
も
役
立
つ
と
思
う
が
、

ど
の
様
な
仕
事
に
従
事
さ

せ
る
つ
も
り
か
。

③
先
進
地
で
の
隊
員
の
従
事

状
況
や
、
実
績
等
の
視
察

が
必
要
と
考
え
る
が
。

④
１
人
の
採
用
に
ど
の
位
の

予
算
が
必
要
か
。

　
　
　
村
長
　
①
山
形
村
も

　
　
今
後
、
人
口
減
少
や
高

齢
化
等
が
予
想
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
首
都
園
か
ら
の
人
材

を
積
極
的
に
誘
致
し
、
定

住
・
定
着
を
図
る
取
り
組
み

と
し
て
、「
地
域
づ
く
り
協

力
隊
員
」
の
採
用
を
計
画
し

た
。
当
初
30
年
度
の
募
集
を

予
定
し
た
が
、
調
査
、
研
究

す
る
中
で
少
し
で
も
早
く
募

集
し
た
ほ
う
が
良
い
と
助
言

を
い
た
だ
き
、
平
成
29
年
度

は
１
人
採
用
し
30
年
度
は
３

〜
４
人
採
用
し
た
い
。

　
②
山
形
村
の
魅
力
等
を
フ

ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

通
し
て
、
主
に
村
外
に
情
報

発
信
を
行
な
い
、
観
光
分
野

等
に
結
び
つ
け
た
い
。

　
③
麻
績
村
・
阿
智
村
の
２

村
に
つ
い
て
視
察
研
修
を
行

な
っ
た
。

　
④
国
の
財
政
支
援
を
受
け

る
基
準
と
し
て
、
募
集
に
お

け
る
経
費
２
０
０
万
円
が
上

限
、
活
動
に
関
す
る
経
費
は
、

１
人
当
た
り
４
百
万
円
が
上

限
。

　
そ
の
他
に
、「
風
食
」
の

対
策
・「
村
民
主
役
の
村
づ

く
り
」
常
会
な
ど
の
課
題
を

検
討
す
る
審
議
会
の
設
置
・

清
水
高
原
の
展
望
台
・
夏
祭

り
「
山
形
じ
ゃ
ん
ず
ら
」
に

つ
い
て
質
問
し
た
。

竹野入恒夫議員

29
年
度
は
１
人
、30
年
度
は
３
〜
４
人
採
用

村長 地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
採
用
は

　
　
　
地
域
お
こ
し
協
力
隊

　
　
導
入
に
つ
い
て
。

　
　
　
村
長
　
今
後
の
人
口

　
　
減
・
高
齢
化
対
策
と
し

て
、
首
都
圏
か
ら
の
人
材
を

積
極
的
に
誘
致
し
、
定
住
・

定
着
を
図
る
た
め
採
用
を
計

画
し
た
。
今
年
度
の
採
用
予

定
者
に
は
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
し
て
村
外

に
村
の
魅
力
等
を
情
報
発
信

し
観
光
分
野
等
に
結
び
つ
け
、

ま
た
来
年
度
採
用
予
定
者
に

は
地
域
行
事
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ

イ
ー
関
係
、
移
住
・
定
住
関

係
、
農
林
業
や
観
光
関
係
な

ど
広
い
範
囲
で
の
活
動
の
中

か
ら
従
事
し
て
も
ら
い
た
い
。

　
　
　
議
員
選
挙
に
つ
い
て
。

　
　
　
村
長
　
議
会
議
員
選

　
　
挙
は
来
年
３
月
に
予
定

さ
れ
て
い
る
が
、
全
国
的
に

町
村
議
員
の
立
候
補
者
が
減

少
傾
向
に
あ
り
、
本
村
で
も

前
回
無
投
票
で
あ
っ
た
こ
と

を
踏
ま
え
、
立
候
補
者
が
不

足
す
る
の
で
は
と
懸
念
さ
れ

る
。
民
主
主
義
の
原
点
で
あ

る
選
挙
が
健
全
に
行
な
わ
れ
、

有
権
者
に
信
任
さ
れ
た
議
員

に
よ
り
議
会
が
構
成
さ
れ
る

こ
と
が
理
想
で
あ
る
。
議
会

の
環
境
づ
く
り
は
議
員
定

数
・
報
酬
、
議
会
改
革
、
行

政
と
地
域
と
の
関
係
・
特
殊

性
等
が
総
合
的
に
係
わ
る
。

上条浩堂議員

有
権
者
に
信
任
さ
れ
た
議
員
構
成
が
理
想

村長 村
会
議
員
選
挙
に
つ
い
て

　
　
　
村
が
策
定
し
た
総
合

　
　
戦
略
で
地
方
創
生
交
付

金
を
受
け
た
事
業
に
つ
い
て

お
伺
い
し
た
い
。

　
　
　
村
長
　
子
育
て
応
援

　
　
ア
プ
リ
「
コ
コ
イ
ク
」

は
80
件
程
登
録
さ
れ
て
、
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
情
報

発
信
等
を
行
な
っ
て
い
る
。

利
用
者
か
ら
は
事
業
の
日
時

等
が
分
か
り
便
利
に
な
っ
た

と
の
感
想
も
あ
り
、
今
後
登

録
者
増
加
に
努
め
て
い
き
た

い
。

　
　
　
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
＆
ヘ

　
　
ル
シ
ー
事
業
は
。

　
　
　
村
長
　
出
荷
時
に
廃

　
　
棄
さ
れ
る
長
芋
の
ア
ワ

の
活
用
と
、
軽
労
働
で
付
加

価
値
の
向
上
が
期
待
で
き
る

亜
麻
に
取
り
組
む
こ
と
で
、

雇
用
創
出
や
遊
休
農
地
活
用

を
目
指
し
地
方
創
生
加
速
化

交
付
金
を
活
用
し
て
取
り
組

ん
で
き
た
。
長
芋
の
ア
ワ
利

用
に
つ
い
て
は
採
算
の
取
れ

る
ベ
ー
ス
で
は
な
い
こ
と
か

ら
断
念
、
一
方
亜
麻
は
村
内

で
栽
培
が
で
き
、
搾
っ
た
油

の
分
析
結
果
も
良
か
っ
た
こ

と
か
ら
、
新
た
な
作
物
と
し

て
広
が
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
る
。

　
そ
の
他
に
、
総
合
戦
略
で

評
価
の
低
か
っ
た
項
目
の
対

応
と
観
光
行
政
に
つ
い
て
質

問
し
た
。

三澤一男議員

村
創
生
推
進
本
部
で
結
果
や
必
要
に
応
じ
見
直
し

村長 ま
ち・ひ
と・し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
は亜麻の試験栽培

　
　
　
村
長
は
ど
の
よ
う
な

　
　
整
備
を
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　
村
長
　
地
域
の
状
況

　
　
を
見
極
め
な
が
ら
、
国

や
県
の
補
助
事
業
な
ど
情
報

を
参
考
に
有
効
な
方
策
を
考

え
て
い
き
た
い
。

　
　
　
朝
日
村
は
、
庁
舎
を

　
　
村
の
「
唐
松
材
」
で
建

設
す
る
。
山
形
村
は
公
共
施

設
に
村
の
木
材
を
利
用
す
る

考
え
は
あ
る
か
。

　
　
　
村
長
　
里
山
に
限
ら

　
　
ず
造
林
事
業
を
行
な
う

際
に
は
基
本
的
に
搬
出
間
伐

を
行
な
う
。
木
材
は
競
売
に

か
け
て
建
築
材
料
と
し
て
活

用
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
里
山
の
雇
用
に
つ
な

　
　
が
る
地
域
活
性
化
に
つ

い
て
。

　
　
　
村
長
　
里
山
を
整
備

　
　
す
る
こ
と
で
地
域
に
雇

用
が
生
ま
れ
、
そ
こ
に
人
が

集
ま
り
活
性
化
に
繋
が
る
こ

と
が
理
想
だ
。
里
山
は
個
人

所
有
の
山
林
が
多
く
、
皆
さ

ん
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
里

山
の
整
備
を
推
進
し
、
地
域

の
活
性
化
に
繋
が
る
よ
う
施

策
を
展
開
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
。

　
　
　
最
近
の
豪
雨
災
害
を

　
　
見
て
も
、
里
山
の
適
正

な
間
伐
が
必
要
だ
。

　
　
　
村
長
　
災
害
の
発
生

　
　
が
な
い
よ
う
担
当
課
で

造
林
事
業
の
推
進
を
し
て
、

災
害
の
起
こ
ら
な
い
山
林
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
　
有
害
鳥
獣
対
策
に
つ

　
　
い
て
。

　
　
　
村
長
　
里
山
と
人
間

　
　
の
生
活
エ
リ
ア
と
の
棲

み
分
け
を
す
る
た
め
に
、
緩

衝
帯
整
備
に
も
取
り
組
ん
で

い
る
。
本
年
度
は
豆
沢
地
区

で
0.5
　

ha
を
予
定
し
て
い
る
。

　
　
　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー

　
　
ス
作
り
は
今
後
継
続
す

る
か
。

　
　
　
村
長
　
里
山
周
辺
の

　
　
山
麓
沿
い
の
道
路
等
も

利
用
し
、
健
康
づ
く
り
の
場

と
し
て
活
用
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
考
え
る
。

籠田利男議員

里
山
整
備
は
村
の
魅
力
の一つ
に
な
る
よ
う
考
え
た
い

村長 里
山
整
備
で
村
の
活
性
化
を

未整備の里山の様子
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　９月議会一般質問は７
日（木）・８日（金）に行な
われ、村政全般に亘って
９人が質問した。



　「
安
心
・
安
全
な
村
づ
く

り
」
の
観
点
か
ら
、
生
活
環

境
の
改
善
要
望
事
項
を
、
住

民
の
生
の
声
と
し
て
行
政
執

行
機
関
に
提
言
す
る
「
地
域

づ
く
り
要
望
シ
ス
テ
ム
」
は
、

行
政
運
営
の
大
き
な
原
動
力

の
一
翼
を
担
っ
て
い
る
。
要

望
に
対
す
る
対
処
手
段
の
地

域
へ
の
情
報
提
供
は
更
な
る

て
い
ね
い
さ
を
求
め
た
い
。

　
　
　
要
望
の
多
い
「
一
旦

　
　
停
止
」
標
識
の
設
置
状

況
は
。

　
　
　
村
長
　
担
当
の
公
安

　
　
委
員
会
も
予
算
に
限
り

が
あ
り
、
要
望
通
り
に
い
か

な
い
の
が
実
情
だ
。
停
止
補

助
線
や
安
全
誘
導
の
ド
ッ
ト

線
を
引
く
な
ど
、
村
と
し
て

も
注
意
喚
起
を
促
し
て
い
く
。

　
　
　
４
ｍ
未
満
道
路
も
含

　
　
め
た
簡
易
舗
装
事
業
の

見
通
し
は
。

　
　
　
村
長
　
各
区
の
要
望

　
　
事
項
に
対
す
る
推
進
は

現
在
一
巡
し
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
今
後
は
区
長
・
土
木
委

員
の
皆
さ
ん
と
協
議
を
し
な

が
ら
、
優
先
順
位
の
高
い
と

こ
ろ
か
ら
順
次
手
掛
け
て
い

く
。

　
　
　
地
権
者
の
同
意
が
得

　
　
ら
れ
ず
、
実
施
が
長
年

に
わ
た
り
見
送
ら
れ
て
い
る

要
望
事
項
へ
の
対
処
は
。

　
　
　
村
長
　
設
置
場
所
の

　
　
再
検
討
や
、
特
注
標
識

の
研
究
開
発
も
検
討
し
て
い

き
た
い
。

　
　
　
地
域
づ
く
り
計
画
策

　
　
定
に
向
け
て
、
行
政
か

ら
地
域
に
向
け
た
コ
メ
ン
ト

は
。

　
　
　
村
長
　
住
ん
で
良
か

　
　
っ
た
と
思
え
る
、
住
み

甲
斐
の
あ
る
山
形
村
を
創
造

す
べ
く
、
協
働
の
村
づ
く
り

に
是
非
ご
協
力
を
い
た
だ
き

た
い
。

大月民夫議員

協
働
の
力
で「
住
み
甲
斐
の
あ
る
」山
形
村
に

村長 地
域
づ
く
り
実
施
計
画
要
望
へ
の
対
処
は

　
　
　
区
や
連
絡
班
の
未
加

　
　
入
世
帯
や
工
場
商
店
等

は
、
春
秋
の
環
境
整
備
時
に

お
い
て
村
は
ど
の
よ
う
に
啓

蒙
活
動
を
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
村
長
　
一
部
で
は
環

　
　
境
整
備
に
合
わ
せ
チ
ラ

シ
を
配
布
し
て
い
る
と
こ
ろ

も
あ
る
。
村
と
し
て
は
特
別

な
働
き
か
け
は
行
な
っ
て
い

な
い
。
今
後
、
ど
の
よ
う
な

方
法
で
行
な
う
か
は
、
区
長

会
等
で
話
題
に
し
て
い
き
た

い
。

　
　
　
個
人
所
有
地
の
空
き

　
　
地
の
手
入
れ
が
悪
く
、

虫
等
が
発
生
し
、
ま
た
雑
草

が
茂
り
近
隣
の
住
宅
に
迷
惑

を
及
ぼ
し
て
い
る
事
例
を
聞

く
が
、
村
は
ど
の
よ
う
に
対

応
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
村
長
　
近
隣
住
宅
に

　
　
迷
惑
を
及
ぼ
し
て
い
る

事
例
に
つ
い
て
連
絡
を
受
け

た
際
に
は
、
状
況
の
確
認
と

土
地
所
有
者
も
し
く
は
利
用

者
に
駆
除
等
の
依
頼
を
す
る
。

　
　
　
山
形
村
に
は
、
環
境

　
　
基
本
条
例
が
あ
る
が
、

勧
告
、
施
行
等
の
行
政
措
置

を
行
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
の

か
。

　
　
　
村
長
　
こ
れ
ま
で
に

　
　
行
な
っ
た
こ
と
は
な
い
。

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に

関
す
る
法
律
に
基
づ
く
対
応

が
複
数
あ
る
。
そ
れ
に
つ
い

て
は
、
法
律
に
よ
り
松
本
地

域
振
興
局
と
連
携
を
図
り
、

立
ち
入
り
検
査
を
行
な
う
際

に
は
、
村
の
担
当
者
も
立
ち

会
っ
て
確
認
を
し
て
い
る
。

　
　
　
村
の
美
化
保
全
の
た

　
　
め
に
は
、
環
境
美
化
条

例
を
制
定
す
る
の
は
ど
う
か
。

　
　
　
村
長
　
環
境
美
化
条

　
　
例
に
関
し
て
は
、
議
会

と
行
政
そ
れ
に
村
民
の
理
解

の
上
で
、
行
な
わ
れ
る
の
が
、

望
ま
し
い
と
考
え
る
。

西牧一敏議員

農
用
地
の
均
衡
あ
る
発
展
を
図
り
、

農
村
の
原
風
景
の
保
全
に
努
め
て
い
き
た
い

村 長 美
し
き
農
村
を
守
る
た
め
、

　
環
境
美
化
条
例
の
制
定
は

　
そ
の
他
に
、
遊
休
農
地
の

活
用
法
と
防
災
無
線
の
活
用

の
仕
方
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

　
平
成
30
年
は
、
わ
が
村
出

身
の
普
選
の
父
「
中
村
太
八

郎
」
生
誕
百
50
年
で
あ
る
。

こ
の
節
目
の
年
に
、
そ
の
生

涯
を
訪
ね
事
績
を
辿
る
こ
と

は
意
義
深
い
も
の
と
思
う
。

　
　
　
生
誕
百
50
年
に
向
け

　
　
村
内
の
有
志
が
記
念
事

業
を
計
画
し
て
い
る
が
、
村

と
し
て
支
援
し
な
い
の
か
。

　
　
　
教
育
長
　
具
体
的
な

　
　
事
業
内
容
を
確
認
し
、

事
業
の
公
益
性
等
を
考
慮
し

て
支
援
の
必
要
性
を
検
討
し

て
い
く
。

　
　
　
太
八
郎
は
村
内
で
は

　
　
有
名
だ
が
、
外
に
出
る

と
知
名
度
が
低
い
よ
う
に
感

じ
る
。
も
っ
と
宣
伝
す
る
必

要
は
な
い
の
か
。

　
　
　
村
長
　
太
八
郎
の
生

　
　
家
が
今
も
残
っ
て
い
る

こ
と
は
大
き
な
資
産
だ
。
ま

た
小
坂
出
身
の
マ
ル
ク
ス
主

義
哲
学
者
「
永
田
廣
志
」
も

研
究
が
進
ん
で
い
る
。
村
出

身
の
明
治
期
の
偉
人
と
し
て
、

い
ず
れ
も
発
信
の
ツ
ー
ル
に

な
る
と
考
え
る
。

　
　
　
子
ど
も
の
防
災
対
策

　
　
に
つ
い
て
、
現
在
行
な

っ
て
い
る
避
難
訓
練
は
「
自

分
の
体
は
自
分
で
守
る
力
を

持
つ
。」
と
い
う
自
助
の
精

神
を
育
て
る
意
味
で
不
十
分

だ
。
参
考
事
例
と
し
て
、
遊

び
な
が
ら
地
震
や
交
通
事
故

へ
の
危
険
か
ら
身
を
守
る
実

践
的
な
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
「
ぼ

う
さ
い
ダ
ッ
ク
」
の
活
用
を

提
案
す
る
。

　
　
　
保
育
園
長
　
今
の
訓

　
　
練
は
先
生
の
指
示
を
守

る
こ
と
が
主
で
、
自
助
の
精

神
を
育
て
る
こ
と
に
欠
け
て

い
る
と
思
う
。
参
考
に
し
な

が
ら
職
員
間
で
検
討
し
た
い
。

増澤武志議員

平
成
30
年
は「
中
村
太
八
郎

　
　
生
誕
百
50
年
」に
あ
た
る

明
治
の
偉
人
は
、山
形
村
を
発
信
す
る
ツ
ー
ル
に
な
る

村長　
東
京
一
極
集
中
が
顕
著
の
中
、
人
口
減
少
に
転
じ
た
山
形
村

で
も
地
域
活
性
化
が
重
要
な
テ
ー
マ
に
浮
上
し
て
き
た
。
そ
こ

で
今
回
は
総
務
産
業
・
福
祉
文
教
両
常
任
委
員
会
合
同
で
主
に

地
方
創
生
の
調
査
研
究
視
察
を
行
な
っ
た
。
　
（
新
居
禎
三
）

　　
最
初
に
県
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
「
銀
座
N
A
G
A
N
O
」

を
見
学
し
て
、
続
い
て
内
閣
官
房
　

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
本
部
事
務
局
　
地
方
創
生
総
括
官
　

唐
沢
　

剛
氏
と
面
会
し
、

山
形
村
で
の
地
方
創
生
活
性
化
に
つ
い
て
い
ろ
ん
な
角
度
か
ら

の
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
。

　
一
般
財
団
法
人
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
、
自
治
体
の
事
業

推
進
の
た
め
の
人
材
育
成
や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
事
業
内
容
を
伺
っ
た
。

移
住
交
流
ガ
ー
デ
ン
に
移
動
し
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
全
国
各

地
で
の
活
動
の
実
例
や
、
協
力
隊
採
用
に
あ
た
っ
て
の
受
け
入

れ
側
の
心
構
え
な
ど
を
伺
っ
た
。

　
そ
の
後
、
立
川
に
あ
る
防
災
館
で
火
災
の
際
、
煙
回
避
避
難

訓
練
な
ど
行
な
い
、
帰
路
に
つ
い
た
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
は

　
平
成
21
年
よ
り
総
務
省
主
導
で
ス
タ
ー
ト

　
農
林
業
の
応
援
・
住
民
の
生
活
支
援
な
ど
「
地
域
の
協
力

活
動
」
に
従
事
し
て
も
ら
い
、
あ
わ
せ
て
地
域
へ
の
定
住
定

着
を
図
り
地
方
の
充
実
活
性
化
を
目
指
す
事
業
。

　
自
治
体
は
、
特
別
交
付
税
に
よ
り
国
か
ら
財
政
支
援
を
受

け
ら
れ
る
。

議
員
合
同
研
修
視
察

議
員
合
同
研
修
視
察

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
採
用

地
域
で
発
見

　魅
力
を
発
信

　
　地
方
創
生

　活
性
化
戦
略
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議
長

７
日
　
松
塩
筑
木
曽
老
人
福
祉
施
設
組
合
議
会

（
塩
尻
市
）

　
　
　
議
長

　
　
　
県
森
林
林
業
林
産
業
活
性
化
促
進
議
員

連
盟
総
会
・
研
修
会
（
安
曇
野
市
）

９
日
　
防
犯
協
会
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

　
　
　
議
長

10
日
　
東
筑
摩
郡
議
長
会
臨
時
会

　
　
　
議
長

11
日
　
清
水
高
原
保
健
休
養
地
管
理
組
合
総
会

　
　
　
総
務
産
業
正
副
委
員
長

14
日
　
夏
祭
り
山
形
じ
ゃ
ん
ず
ら

15
日
　
成
人
式

　
　
　
正
副
議
長
・
総
務
産
業
委
員
長

17
日
　
道
祖
神
と
新
そ
ば
祭
り
幹
事
会

　
　
　
議
長
・
総
務
産
業
委
員
長

18
日
　
定
例
全
員
協
議
会

　
　
　
総
務
産
業
常
任
委
員
会

　
　
　
福
祉
文
教
常
任
委
員
会

21
日
　
松
本
地
域
正
副
議
長
会
懇
話
会
（
筑
北

村
）

　
　
　
正
副
議
長

22
日
　
松
塩
地
区
広
域
施
設
組
合
環
境
保
全
委

員
会
（
松
本
市
）

　
　
　
福
祉
文
教
委
員
長

24
日
　
社
会
福
祉
協
議
会
理
事
会

　
　
　
議
長

29
日
　
東
筑
摩
郡
議
会
議
員
大
会
（
生
坂
村
）

30
日
　
議
会
運
営
委
員
会

∧
９
月
∨

３
日
　
地
震
総
合
防
災
訓
練

５
日
　
第
３
回
議
会
定
例
会
開
会

７
・
８
日
　
一
般
質
問

11
日
　
全
員
協
議
会

12
日
　
総
務
産
業
常
任
委
員
会

13
日
　
福
祉
文
教
常
任
委
員
会

15
日
　
定
例
会
閉
会

20
日
　
敬
老
会

　
　
　
議
会
か
ら
村
長
へ
申
入
れ

　
　
　
正
副
議
長

23
日
　
小
学
校
運
動
会

　
　
　
議
長
・
福
祉
文
教
委
員

∧
７
月
∨

３
日
　
松
塩
地
区
広
域
施
設
組
合
議
会
臨
時
会

（
松
本
市
）

　
　
　
議
長
・
福
祉
文
教
委
員
長

５
日
　
鉢
盛
中
学
校
議
会
臨
時
会

　
　
　
議
長
・
福
祉
文
教
委
員

６
日
　
東
筑
摩
郡
議
員
交
流
会
（
麻
績
村
）

　
　
　
総
務
産
業
常
任
委
員
会

７
日
　
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

12
日
　
総
務
産
業
・
福
祉
文
教
正
副
委
員
長
合

同
会
議

14
日
　
福
祉
文
教
常
任
委
員
会

　
　
　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

18
日
　
松
本
広
域
連
合
第
２
回
臨
時
会

　
　
　
議
長

19
日
　
県
町
村
議
会
議
員
研
修
会
（
松
本
市
）

　
　
　
定
例
全
員
協
議
会

20
日
　
奈
良
井
川
水
系
河
川
改
良
促
進
期
成
同

盟
会
総
会
（
松
本
市
）

　
　
　
議
長

21
日
　
清
水
高
原
保
健
休
養
地
管
理
組
合
理
事

会

　
　
　
総
務
産
業
正
副
委
員
長

26
日
　
三
県
道
期
成
同
盟
会
総
会

　
　
　
正
副
議
長
・
総
務
産
業
委
員
長

27
日
　
じ
ゃ
ん
ず
ら
祭
り
実
行
委
員
会

28
日
　
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

∧
８
月
∨

１
日
　
中
信
地
区
私
学
助
成
推
進
協
議
会
陳
情

　
　
　
議
長

２
日
　
道
祖
神
と
新
そ
ば
祭
り
実
行
委
員
会

　
　
　
防
犯
協
会
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

　
　
　
総
務
産
業
委
員
長

３
日
　
地
震
総
合
防
災
訓
練
打
合
せ
会

　
　
　
議
長

４
日
　
山
形
村
・
朝
日
村
議
会
議
員
交
流
会

６
日
　
社
会
福
祉
協
議
会
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
立
上
げ
訓
練

25
・
26
日
　
議
会
研
修
（
東
京
都
）

27
日
　
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

28
・
29
日
　
鉢
盛
中
学
校
白
峰
祭

　
　
　
議
長
・
福
祉
文
教
委
員

∧
10
月
∨

４
日
　
山
形
保
育
園
運
動
会

　
　
　
議
長
・
福
祉
文
教
委
員

５
日
　
じ
ゃ
ん
ず
ら
祭
り
実
行
委
員
会

８
日
　
村
民
運
動
会

14
日
　
や
ま
の
子
保
育
園
運
動
会

17
日
　
下
原
地
区
畑
総
竣
工
式
（
松
本
市
波

田
）

　
　
　
議
長

　
　
　
総
務
産
業
常
任
委
員
会

19
日
　
福
祉
文
教
常
任
委
員
会

20
日
　
人
権
研
修
会

　
　
　
定
例
全
員
協
議
会

21
日
　
議
会
防
災
研
修
会

25
日
　
県
町
村
議
長
会
定
期
総
会
（
長
野
市
）

　
　
　
議
長

27
日
　
松
塩
地
区
広
域
施
設
組
合
議
会
10
月
定

例
会
（
松
本
市
）

　
　
　
議
長
・
福
祉
文
教
委
員
長

議
会
日
誌

12月10日
（日曜日）

傍聴にお出掛けください‼
休日議会（一般質問）12月10日に行ないます
　村民に開かれた議会を目指す第一歩としてスタ
ートしました休日議会を、本年は 12月10日
（日曜日）に行ないます。各議員それぞれの切り
口で、行財政全般にわたる政策を建設的な立場で
論議致します。
　ご都合頂けます時間帯だけでも構いません。ど
うぞお気軽にお出掛け願います。当日のスケジュ
ール並びに質問項目は確定次第ご案内申し上げま
す。

議会運営委員長：大月民夫



　「
安
心
・
安
全
な
村
づ
く

り
」
の
観
点
か
ら
、
生
活
環

境
の
改
善
要
望
事
項
を
、
住

民
の
生
の
声
と
し
て
行
政
執

行
機
関
に
提
言
す
る
「
地
域

づ
く
り
要
望
シ
ス
テ
ム
」
は
、

行
政
運
営
の
大
き
な
原
動
力

の
一
翼
を
担
っ
て
い
る
。
要

望
に
対
す
る
対
処
手
段
の
地

域
へ
の
情
報
提
供
は
更
な
る

て
い
ね
い
さ
を
求
め
た
い
。

　
　
　
要
望
の
多
い
「
一
旦

　
　
停
止
」
標
識
の
設
置
状

況
は
。

　
　
　
村
長
　
担
当
の
公
安

　
　
委
員
会
も
予
算
に
限
り

が
あ
り
、
要
望
通
り
に
い
か

な
い
の
が
実
情
だ
。
停
止
補

助
線
や
安
全
誘
導
の
ド
ッ
ト

線
を
引
く
な
ど
、
村
と
し
て

も
注
意
喚
起
を
促
し
て
い
く
。

　
　
　
４
ｍ
未
満
道
路
も
含

　
　
め
た
簡
易
舗
装
事
業
の

見
通
し
は
。

　
　
　
村
長
　
各
区
の
要
望

　
　
事
項
に
対
す
る
推
進
は

現
在
一
巡
し
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
今
後
は
区
長
・
土
木
委

員
の
皆
さ
ん
と
協
議
を
し
な

が
ら
、
優
先
順
位
の
高
い
と

こ
ろ
か
ら
順
次
手
掛
け
て
い

く
。

　
　
　
地
権
者
の
同
意
が
得

　
　
ら
れ
ず
、
実
施
が
長
年

に
わ
た
り
見
送
ら
れ
て
い
る

要
望
事
項
へ
の
対
処
は
。

　
　
　
村
長
　
設
置
場
所
の

　
　
再
検
討
や
、
特
注
標
識

の
研
究
開
発
も
検
討
し
て
い

き
た
い
。

　
　
　
地
域
づ
く
り
計
画
策

　
　
定
に
向
け
て
、
行
政
か

ら
地
域
に
向
け
た
コ
メ
ン
ト

は
。

　
　
　
村
長
　
住
ん
で
良
か

　
　
っ
た
と
思
え
る
、
住
み

甲
斐
の
あ
る
山
形
村
を
創
造

す
べ
く
、
協
働
の
村
づ
く
り

に
是
非
ご
協
力
を
い
た
だ
き

た
い
。

大月民夫議員

協
働
の
力
で「
住
み
甲
斐
の
あ
る
」山
形
村
に

村長 地
域
づ
く
り
実
施
計
画
要
望
へ
の
対
処
は

　
　
　
区
や
連
絡
班
の
未
加

　
　
入
世
帯
や
工
場
商
店
等

は
、
春
秋
の
環
境
整
備
時
に

お
い
て
村
は
ど
の
よ
う
に
啓

蒙
活
動
を
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
村
長
　
一
部
で
は
環

　
　
境
整
備
に
合
わ
せ
チ
ラ

シ
を
配
布
し
て
い
る
と
こ
ろ

も
あ
る
。
村
と
し
て
は
特
別

な
働
き
か
け
は
行
な
っ
て
い

な
い
。
今
後
、
ど
の
よ
う
な

方
法
で
行
な
う
か
は
、
区
長

会
等
で
話
題
に
し
て
い
き
た

い
。

　
　
　
個
人
所
有
地
の
空
き

　
　
地
の
手
入
れ
が
悪
く
、

虫
等
が
発
生
し
、
ま
た
雑
草

が
茂
り
近
隣
の
住
宅
に
迷
惑

を
及
ぼ
し
て
い
る
事
例
を
聞

く
が
、
村
は
ど
の
よ
う
に
対

応
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
村
長
　
近
隣
住
宅
に

　
　
迷
惑
を
及
ぼ
し
て
い
る

事
例
に
つ
い
て
連
絡
を
受
け

た
際
に
は
、
状
況
の
確
認
と

土
地
所
有
者
も
し
く
は
利
用

者
に
駆
除
等
の
依
頼
を
す
る
。

　
　
　
山
形
村
に
は
、
環
境

　
　
基
本
条
例
が
あ
る
が
、

勧
告
、
施
行
等
の
行
政
措
置

を
行
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
の

か
。

　
　
　
村
長
　
こ
れ
ま
で
に

　
　
行
な
っ
た
こ
と
は
な
い
。

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に

関
す
る
法
律
に
基
づ
く
対
応

が
複
数
あ
る
。
そ
れ
に
つ
い

て
は
、
法
律
に
よ
り
松
本
地

域
振
興
局
と
連
携
を
図
り
、

立
ち
入
り
検
査
を
行
な
う
際

に
は
、
村
の
担
当
者
も
立
ち

会
っ
て
確
認
を
し
て
い
る
。

　
　
　
村
の
美
化
保
全
の
た

　
　
め
に
は
、
環
境
美
化
条

例
を
制
定
す
る
の
は
ど
う
か
。

　
　
　
村
長
　
環
境
美
化
条

　
　
例
に
関
し
て
は
、
議
会

と
行
政
そ
れ
に
村
民
の
理
解

の
上
で
、
行
な
わ
れ
る
の
が
、

望
ま
し
い
と
考
え
る
。

西牧一敏議員

農
用
地
の
均
衡
あ
る
発
展
を
図
り
、

農
村
の
原
風
景
の
保
全
に
努
め
て
い
き
た
い

村 長 美
し
き
農
村
を
守
る
た
め
、

　
環
境
美
化
条
例
の
制
定
は

　
そ
の
他
に
、
遊
休
農
地
の

活
用
法
と
防
災
無
線
の
活
用

の
仕
方
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

　
平
成
30
年
は
、
わ
が
村
出

身
の
普
選
の
父
「
中
村
太
八

郎
」
生
誕
百
50
年
で
あ
る
。

こ
の
節
目
の
年
に
、
そ
の
生

涯
を
訪
ね
事
績
を
辿
る
こ
と

は
意
義
深
い
も
の
と
思
う
。

　
　
　
生
誕
百
50
年
に
向
け

　
　
村
内
の
有
志
が
記
念
事

業
を
計
画
し
て
い
る
が
、
村

と
し
て
支
援
し
な
い
の
か
。

　
　
　
教
育
長
　
具
体
的
な

　
　
事
業
内
容
を
確
認
し
、

事
業
の
公
益
性
等
を
考
慮
し

て
支
援
の
必
要
性
を
検
討
し

て
い
く
。

　
　
　
太
八
郎
は
村
内
で
は

　
　
有
名
だ
が
、
外
に
出
る

と
知
名
度
が
低
い
よ
う
に
感

じ
る
。
も
っ
と
宣
伝
す
る
必

要
は
な
い
の
か
。

　
　
　
村
長
　
太
八
郎
の
生

　
　
家
が
今
も
残
っ
て
い
る

こ
と
は
大
き
な
資
産
だ
。
ま

た
小
坂
出
身
の
マ
ル
ク
ス
主

義
哲
学
者
「
永
田
廣
志
」
も

研
究
が
進
ん
で
い
る
。
村
出

身
の
明
治
期
の
偉
人
と
し
て
、

い
ず
れ
も
発
信
の
ツ
ー
ル
に

な
る
と
考
え
る
。

　
　
　
子
ど
も
の
防
災
対
策

　
　
に
つ
い
て
、
現
在
行
な

っ
て
い
る
避
難
訓
練
は
「
自

分
の
体
は
自
分
で
守
る
力
を

持
つ
。」
と
い
う
自
助
の
精

神
を
育
て
る
意
味
で
不
十
分

だ
。
参
考
事
例
と
し
て
、
遊

び
な
が
ら
地
震
や
交
通
事
故

へ
の
危
険
か
ら
身
を
守
る
実

践
的
な
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
「
ぼ

う
さ
い
ダ
ッ
ク
」
の
活
用
を

提
案
す
る
。

　
　
　
保
育
園
長
　
今
の
訓

　
　
練
は
先
生
の
指
示
を
守

る
こ
と
が
主
で
、
自
助
の
精

神
を
育
て
る
こ
と
に
欠
け
て

い
る
と
思
う
。
参
考
に
し
な

が
ら
職
員
間
で
検
討
し
た
い
。

増澤武志議員

平
成
30
年
は「
中
村
太
八
郎

　
　
生
誕
百
50
年
」に
あ
た
る

明
治
の
偉
人
は
、山
形
村
を
発
信
す
る
ツ
ー
ル
に
な
る

村長　
東
京
一
極
集
中
が
顕
著
の
中
、
人
口
減
少
に
転
じ
た
山
形
村

で
も
地
域
活
性
化
が
重
要
な
テ
ー
マ
に
浮
上
し
て
き
た
。
そ
こ

で
今
回
は
総
務
産
業
・
福
祉
文
教
両
常
任
委
員
会
合
同
で
主
に

地
方
創
生
の
調
査
研
究
視
察
を
行
な
っ
た
。
　
（
新
居
禎
三
）

　　
最
初
に
県
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
「
銀
座
N
A
G
A
N
O
」

を
見
学
し
て
、
続
い
て
内
閣
官
房
　

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
本
部
事
務
局
　
地
方
創
生
総
括
官
　

唐
沢
　

剛
氏
と
面
会
し
、

山
形
村
で
の
地
方
創
生
活
性
化
に
つ
い
て
い
ろ
ん
な
角
度
か
ら

の
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
。

　
一
般
財
団
法
人
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
、
自
治
体
の
事
業

推
進
の
た
め
の
人
材
育
成
や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
事
業
内
容
を
伺
っ
た
。

移
住
交
流
ガ
ー
デ
ン
に
移
動
し
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
全
国
各

地
で
の
活
動
の
実
例
や
、
協
力
隊
採
用
に
あ
た
っ
て
の
受
け
入

れ
側
の
心
構
え
な
ど
を
伺
っ
た
。

　
そ
の
後
、
立
川
に
あ
る
防
災
館
で
火
災
の
際
、
煙
回
避
避
難

訓
練
な
ど
行
な
い
、
帰
路
に
つ
い
た
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
は

　
平
成
21
年
よ
り
総
務
省
主
導
で
ス
タ
ー
ト

　
農
林
業
の
応
援
・
住
民
の
生
活
支
援
な
ど
「
地
域
の
協
力

活
動
」
に
従
事
し
て
も
ら
い
、
あ
わ
せ
て
地
域
へ
の
定
住
定

着
を
図
り
地
方
の
充
実
活
性
化
を
目
指
す
事
業
。

　
自
治
体
は
、
特
別
交
付
税
に
よ
り
国
か
ら
財
政
支
援
を
受

け
ら
れ
る
。

議
員
合
同
研
修
視
察

議
員
合
同
研
修
視
察

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
採
用

地
域
で
発
見

　魅
力
を
発
信

　
　地
方
創
生

　活
性
化
戦
略

６

Ｑ

AA A

AA ＱＱＱ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

A

Ｑ

ＱA ＱA Ｑ

A

A

７

A

　
　
　
議
長

７
日
　
松
塩
筑
木
曽
老
人
福
祉
施
設
組
合
議
会

（
塩
尻
市
）

　
　
　
議
長

　
　
　
県
森
林
林
業
林
産
業
活
性
化
促
進
議
員

連
盟
総
会
・
研
修
会
（
安
曇
野
市
）

９
日
　
防
犯
協
会
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

　
　
　
議
長

10
日
　
東
筑
摩
郡
議
長
会
臨
時
会

　
　
　
議
長

11
日
　
清
水
高
原
保
健
休
養
地
管
理
組
合
総
会

　
　
　
総
務
産
業
正
副
委
員
長

14
日
　
夏
祭
り
山
形
じ
ゃ
ん
ず
ら

15
日
　
成
人
式

　
　
　
正
副
議
長
・
総
務
産
業
委
員
長

17
日
　
道
祖
神
と
新
そ
ば
祭
り
幹
事
会

　
　
　
議
長
・
総
務
産
業
委
員
長

18
日
　
定
例
全
員
協
議
会

　
　
　
総
務
産
業
常
任
委
員
会

　
　
　
福
祉
文
教
常
任
委
員
会

21
日
　
松
本
地
域
正
副
議
長
会
懇
話
会
（
筑
北

村
）

　
　
　
正
副
議
長

22
日
　
松
塩
地
区
広
域
施
設
組
合
環
境
保
全
委

員
会
（
松
本
市
）

　
　
　
福
祉
文
教
委
員
長

24
日
　
社
会
福
祉
協
議
会
理
事
会

　
　
　
議
長

29
日
　
東
筑
摩
郡
議
会
議
員
大
会
（
生
坂
村
）

30
日
　
議
会
運
営
委
員
会

∧
９
月
∨

３
日
　
地
震
総
合
防
災
訓
練

５
日
　
第
３
回
議
会
定
例
会
開
会

７
・
８
日
　
一
般
質
問

11
日
　
全
員
協
議
会

12
日
　
総
務
産
業
常
任
委
員
会

13
日
　
福
祉
文
教
常
任
委
員
会

15
日
　
定
例
会
閉
会

20
日
　
敬
老
会

　
　
　
議
会
か
ら
村
長
へ
申
入
れ

　
　
　
正
副
議
長

23
日
　
小
学
校
運
動
会

　
　
　
議
長
・
福
祉
文
教
委
員

∧
７
月
∨

３
日
　
松
塩
地
区
広
域
施
設
組
合
議
会
臨
時
会

（
松
本
市
）

　
　
　
議
長
・
福
祉
文
教
委
員
長

５
日
　
鉢
盛
中
学
校
議
会
臨
時
会

　
　
　
議
長
・
福
祉
文
教
委
員

６
日
　
東
筑
摩
郡
議
員
交
流
会
（
麻
績
村
）

　
　
　
総
務
産
業
常
任
委
員
会

７
日
　
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

12
日
　
総
務
産
業
・
福
祉
文
教
正
副
委
員
長
合

同
会
議

14
日
　
福
祉
文
教
常
任
委
員
会

　
　
　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

18
日
　
松
本
広
域
連
合
第
２
回
臨
時
会

　
　
　
議
長

19
日
　
県
町
村
議
会
議
員
研
修
会
（
松
本
市
）

　
　
　
定
例
全
員
協
議
会

20
日
　
奈
良
井
川
水
系
河
川
改
良
促
進
期
成
同

盟
会
総
会
（
松
本
市
）

　
　
　
議
長

21
日
　
清
水
高
原
保
健
休
養
地
管
理
組
合
理
事

会

　
　
　
総
務
産
業
正
副
委
員
長

26
日
　
三
県
道
期
成
同
盟
会
総
会

　
　
　
正
副
議
長
・
総
務
産
業
委
員
長

27
日
　
じ
ゃ
ん
ず
ら
祭
り
実
行
委
員
会

28
日
　
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

∧
８
月
∨

１
日
　
中
信
地
区
私
学
助
成
推
進
協
議
会
陳
情

　
　
　
議
長

２
日
　
道
祖
神
と
新
そ
ば
祭
り
実
行
委
員
会

　
　
　
防
犯
協
会
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

　
　
　
総
務
産
業
委
員
長

３
日
　
地
震
総
合
防
災
訓
練
打
合
せ
会

　
　
　
議
長

４
日
　
山
形
村
・
朝
日
村
議
会
議
員
交
流
会

６
日
　
社
会
福
祉
協
議
会
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
立
上
げ
訓
練

25
・
26
日
　
議
会
研
修
（
東
京
都
）

27
日
　
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

28
・
29
日
　
鉢
盛
中
学
校
白
峰
祭

　
　
　
議
長
・
福
祉
文
教
委
員

∧
10
月
∨

４
日
　
山
形
保
育
園
運
動
会

　
　
　
議
長
・
福
祉
文
教
委
員

５
日
　
じ
ゃ
ん
ず
ら
祭
り
実
行
委
員
会

８
日
　
村
民
運
動
会

14
日
　
や
ま
の
子
保
育
園
運
動
会

17
日
　
下
原
地
区
畑
総
竣
工
式
（
松
本
市
波

田
）

　
　
　
議
長

　
　
　
総
務
産
業
常
任
委
員
会

19
日
　
福
祉
文
教
常
任
委
員
会

20
日
　
人
権
研
修
会

　
　
　
定
例
全
員
協
議
会

21
日
　
議
会
防
災
研
修
会

25
日
　
県
町
村
議
長
会
定
期
総
会
（
長
野
市
）

　
　
　
議
長

27
日
　
松
塩
地
区
広
域
施
設
組
合
議
会
10
月
定

例
会
（
松
本
市
）

　
　
　
議
長
・
福
祉
文
教
委
員
長

議
会
日
誌

12月10日
（日曜日）

傍聴にお出掛けください‼
休日議会（一般質問）12月10日に行ないます
　村民に開かれた議会を目指す第一歩としてスタ
ートしました休日議会を、本年は 12月10日
（日曜日）に行ないます。各議員それぞれの切り
口で、行財政全般にわたる政策を建設的な立場で
論議致します。
　ご都合頂けます時間帯だけでも構いません。ど
うぞお気軽にお出掛け願います。当日のスケジュ
ール並びに質問項目は確定次第ご案内申し上げま
す。

議会運営委員長：大月民夫



「
明
治
１
５
０
年
に
寄
せ
て
」

　
平
成
30
年
は
「
明
治
１
５
０
年
」
で
あ
る
。
松
本
市
で
は
、「
信
濃
の
国
」
の
作

詞
で
有
名
な
「
浅
井
冽
」
の
企
画
展
、「
正
岡
子
規
の
生
誕
１
５
０
年
企
画
展
」
等
、

関
連
し
た
事
業
が
動
き
だ
し
た
。

　
明
治
時
代
の
本
村
出
身
の
偉
人
と
い
え
ば
「
普
通
選
挙
の
父
・
中
村
太
八
郎
」
だ
。

来
年
の
２
月
、
生
誕
１
５
０
年
を
迎
え
る
。
有
志
の
企
画
す
る
記
念
事
業
の
成
功
を

期
待
し
て
い
る
。
行
政
の
支
援
も
必
要
と
思
う
。

　
さ
て
、
同
時
代
に
活
躍
し
た
も
う
一
人
は
、
明
治
36
年
生
ま
れ
の
「
唯
物
論
哲
学

者
・
永
田
廣
志
」
で
あ
る
。
こ
れ
も
有
志
の
研
究
者
が
、
生
涯
を
著
し
た
立
派
な
本

を
上
梓
さ
れ
た
。
講
演
会
も
幾
度
と
な
く
行
な
わ
れ
て
い
る
。
太
八
郎
・
廣
志
と
も

に
生
家
が
残
っ
て
い
る
。
後
世
に
残
し
、
語
り
継
ぐ
財
産
と
の
認
識
を
持
ち
た
い

も
の
だ
。

　
も
う
一
人
、
清
水
寺
の
本
堂
左
に
「
法
務
大
臣
・
唐
澤
俊
樹
」
の
胸
像
が
あ
る
。

明
治
24
年
生
ま
れ
、
松
本
中
学
、
東
京
帝
国
大
学
を
首
席
で
卒
業
し
た
秀
才
は
、
戦

前
日
本
の
官
僚
と
し
て
手
腕
を
発
揮
す
る
。
そ
の
一
つ
に
東
京
府
と
東
京
市
を
合
併

さ
せ
「
東
京
都
」
の
組
織
を
作
り
上
げ
た
。
日
本
の
首
都
た
る
行
政
組
織
は
未
だ

色
あ
せ
な
い
。
維
新
の
会
が
す
す
め
る
「
大
阪
都
構
想
」
に
も
、
唐
澤
の
先
見
性

を
見
る
。
戦
後
は
保
守
の
政
治
家
と
し
て
国
の
発
展
に
尽
く
す
。
村
の
発
展
に
お

い
て
も
抜
き
に
は
語
れ
な
い
。

　
唐
澤
と
村
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
研
究
は
ま
だ
足
り
な
い
よ
う
に
思
う
。
村
内

に
は
様
々
な
資
料
が
民
家
や
土
蔵
に
遺
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
散
逸
す
る
前
に

収
集
の
必
要
が
あ
る
。
伝
承
館
の
活
発
な
活
動
が
求
め
ら
れ
る
。

増
澤
　
武
志

　
〜
〜
編
集
後
記
〜
〜

　
今
回
の
議
会
だ
よ
り
の
表
紙
は
『
地

方
創
生
の
調
査
研
究
視
察
』
で
あ
る
。

こ
の
４
年
間
初
め
て
の
総
務
産
業
常
任

委
員
会
、
福
祉
文
教
常
任
委
員
会
合
同

の
視
察
で
あ
っ
た
。

　
①
歴
史
・
文
化
と
６
次
産
業
化
の
た

め
の
複
合
施
設
（
普
選
の
父
「
中
村
太

八
郎
」
関
連
資
料
、
文
化
財
の
展
示
・

保
存
ス
ペ
ー
ス
、
図
書
館
、
子
ど
も
か

ら
高
齢
者
が
集
え
る
ス
ペ
ー
ス
、
地
元

特
産
の
農
産
物
を
利
用
し
加
工
・
販
売

が
で
き
る
）
の
建
設
の
実
施
に
つ
い

て
。
②
唐
沢
そ
ば
集
落
と
唐
沢
川
を
中

心
と
し
た
防
災
対
策
と
里
山
整
備
、
駐

車
場
を
兼
ね
た
避
難
場
所
の
設
置
、
河

川
に
隣
接
す
る
里
山
の
有
害
鳥
獣
対

策
。

 

こ
の
事
業
の
実
施
に
よ
り
山
形
村
の

魅
力
の
発
信
・
誘
致
、
村
に
住
み
た
い

と
い
う
「
田
舎
暮
ら
し
」
希
望
者
の
発

掘
に
つ
な
げ
た
い
と
、
本
庄
村
長
始
め

各
常
任
委
員
の
議
員
と
、
堀
金
出
身
の

内
閣
官
房 

ま
ち 

ひ
と 

し
ご
と
創
生
本

部 

地
方
創
生
総
括
官 

唐
沢
剛
氏
と
の

意
見
交
換
を
行
な
っ
た
。

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会
　
　

委
員
長
　
　
籠
田
　
利
男

副
委
員
長
　
　
小
林
　
武
司

委
　
　
員
　
　
新
居
　
禎
三

〃　
　
　
　
増
澤
　
武
志

　
〃　
　
　
　
大
月
　
民
夫

　
〃　
　
　
　
平
沢
　
恒
雄

　
澄
ん
だ
空
気
と
う
ぐ
い
す
の
鳴
き

声
に
引
き
寄
せ
ら
れ
て
山
形
村
に
移

り
住
み
、
34
年
の
月
日
が
流
れ
、
主

人
と
走
り
続
け
て
き
た
生
活
で
し
た
。

気
が
付
け
ば
高
齢
者
と
言
わ
れ
る
年

齢
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
思
え
ば
昭

和
58
年
８
月
は
村
民
に
な
っ
た
年
で

も
あ
り
ま
し
た
。
台
風
に
よ
り
家
の

前
の
砂
利
道
が
た
ち
ま
ち
川
と
な
り
、

小
さ
な
セ
メ
ン
ト
の
橋
が
流
さ
れ
会

社
に
も
行
け
ず
途
方
に
暮
れ
た
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。

　
昨
年
の
11
月
に
諦
め
て
い
た
自
宅

前
の
道
路
が
舗
装
さ
れ
た
の
で
す
。

理
由
は
ど
う
で
あ
れ
仮
舗
装
は
、
私

た
ち
夫
婦
に
と
っ
て
長
年
の
夢
で
も

あ
っ
た
の
で
本
当
に
う
れ
し
か
っ
た

で
す
。
こ
の
場
を
借
り
て
関
係
者
の

方
々
に
お
礼
を
申
し
あ
げ
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
今
現
在
、
高
齢
者
と
な
り
自
分
の

身
の
振
り
方
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
が
お
墓
の
問
題
で
す
。
時
代

も
少
し
ず
つ
変
化
し
、
松
本
市
の
合

同
墓
地
、
塩
尻
市
の
永
代
供
養
墓
に

人
気
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　
山
形
村
に
も
、
私
の
理
想
で
あ
る

樹
木
葬
の
で
き
る
場
所
が
あ
っ
て
も

い
い
の
で
は
な
い
か
な
と
思
う
こ
の

頃
で
す
。

　
ふ
る
さ
と
の
山
形
村
で
み
や
ざ

わ
整
骨
院
を
開
業
し
、
お
陰
様
で

８
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　
私
は
近
年
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

消
防
団
活
動
を
し
て
お
り
ま
す
。

７
月
２
日
に
は
松
本
消
防
協
会
ラ

ッ
パ
吹
奏
大
会
が
盛
大
に
行
な
わ

れ
、
団
歴
が
僅
か
な
私
で
す
が
山

形
村
消
防
団
ラ
ッ
パ
隊
長
と
し
て

指
揮
者
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
大
会
前
の
半
年
間
は
、
み
ん
な

で
団
結
し
「
練
習
は
本
番
の
よ
う

に
、
本
番
は
練
習
の
よ
う
に
」
を

胸
に
大
会
さ
な
が
ら
の
ラ
ッ
パ
吹

奏
と
規
律
を
繰
り
返
し
練
習
し
ま

し
た
。

　
大
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
ハ
ー
ド
な

練
習
を
共
に
や
っ
て
き
た
仲
間
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
が
高
ま
り
、
目
頭
が

熱
く
な
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
が
、

メ
ン
バ
ー
全
員
が
正
々
堂
々
と
練
習

の
成
果
を
発
揮
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
を
通
じ
25
人
の
素
晴
ら

し
い
仲
間
た
ち
に
出
会
え
た
こ
と
を

心
か
ら
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　
ご
声
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た

大
勢
の
方
々
に
、
こ
の
場
を
お
借
り

し
ま
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

素
晴
ら
し
い
仲
間
た
ち

　宮
澤

　輝

（
上
竹
田
）

小
さ
な
希
望

増
塩
恵
美
子

（
小

　坂
）

８

キャッチボール

みなさんと議会

私の一言私の一言


